
年 月 総 数
(認知件数) 検 挙 件 数

凶 悪 犯 粗 暴 犯 窃 盗 犯 知 能 犯 風 俗 犯 そ の 他
平 成 18 年 12,524 60 597 9,144 670 90 1,963 5,208

19 10,669 46 430 8,090 503 76 1,524 4,406
20 9,689 33 428 7,465 420 58 1,285 3,714
21 8,812 28 330 7,280 248 46 880 3,066
22 8,293 22 340 7,100 250 45 536 2,905

平成22年１月 442 3 17 385 7 1 29 204
２ 511 3 25 420 20 4 39 177
３ 712 － 27 614 27 2 42 269
４ 696 4 27 585 16 1 63 149
５ 792 1 36 644 31 2 78 175
６ r 782 4 37 676 20 1 r 44 336
７ 686 1 33 589 22 5 36 217
８ 731 － 27 648 14 5 37 227
９ 856 － 42 714 17 9 74 200
10 771 2 23 663 22 10 51 479
11 712 2 21 643 21 3 22 284
12 602 2 25 519 33 2 21 188

平成23年１月 477 2 28 411 8 2 26 166
資 料 出 所 石川県警察本部

件 件 件 件 件 棟 世帯 人 人 千円 ㎡ ㎡ ａ

年 月
出 火 件 数

焼損棟数 り災世帯 死 者 負傷者 損 害 額
焼 損 面 積

総 数 建 物 林 野 車 両 その他 建物(床面積) 建物(表面積) 林 野

平 成 18 年 322 231 5 36 50 314 213 25 74 1,664,990 19,663 1,393 19
19 369 224 22 48 75 311 185 15 47 1,243,697 18,179 1,051 202
20 344 211 14 38 81 289 193 20 48 746,430 11,681 1,407 792
21 364 204 28 48 84 r 279 r 175 22 43 738,001 11,145 1,509 911
22 288 162 11 49 66 215 147 21 42 685,608 9,299 1,999 134

平成22年１月 21 14 － 7 － 18 14 5 2 36,946 543 12 －
２ 22 13 － 3 6 16 13 2 － 42,522 577 34 －
３ 23 16 － 5 2 19 11 5 9 83,125 1,204 57 －
４ 23 12 2 3 6 24 18 － 3 59,089 904 44 39
５ 29 13 4 5 7 17 14 2 2 46,589 651 43 90
６ 20 9 1 3 7 13 13 1 5 17,100 251 28 4
７ 21 9 － 4 8 14 6 1 2 73,858 1,463 3 －
８ 36 11 3 4 18 13 11 － 6 101,503 1,414 3 1
９ 21 14 － 2 5 17 10 1 1 40,788 583 48 －
10 24 15 － 6 3 20 11 1 3 36,863 371 320 －
11 18 14 － 2 2 14 9 － 1 24,816 148 53 －
12 30 22 1 5 2 29 19 3 8 122,706 1,160 1,353 －

平成23年１月 23 19 － 4 － 34 18 2 8 73,833 1,041 149 －
資 料 出 所 消防保安課� ｢焼損棟数｣―全焼･半焼･部分焼･ぼや含む｡ ｢り災世帯｣―全損･半損･小損含む｡ ｢損害額｣―建物･林野･車両･その他含む｡
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Ⅳ 統 計 辞 典
｢平成22年国勢調査｣

● ｢夜間人口と昼間人口｣
国勢調査では､ それぞれの人が住んでいる場所 (常住地) による統計が作られるほか､ 通勤・通学をして
いる人は､ その通勤・通学先 (従業地・通学地) で集計した統計も作られています｡
常住地による人口は､ 人が寝泊まりする場所での人口となるので､ ｢夜間人口｣ とも呼ばれます｡ また､

従業地・通学地による人口は､ 昼間に活動している場所での人口となるので､ ｢昼間人口｣ とも呼ばれます｡
算出方法は､ 次のとおりです｡
Ａ市の昼間人口＝Ａ市の常住人口 (夜間人口…Ａ市で調査された人)

－ (Ａ市から他の市区町村へ通勤・通学している人)
＋ (他の市区町村からＡ市へ通勤・通学している人)

昼間人口に関する統計は､ いろいろな方面で利用されています｡
例えば､ 水道や下水道などの公共的な施設､ サービスの配置や供給計画などを､ きめ細かく立案するため
には､ 夜間人口と昼間人口の両方を考えて行う必要があります｡
このように､ 通勤・通学人口の流れと方向を表す昼間人口に関する統計は､ 交通体系の整備､ 経済的機能
の分析などのための重要な基礎資料として利用されています｡


